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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、中国海南省文昌市の村落に保管されている家系図の情報を利用して
当地の人口の変化を復元し、東南アジア諸国に華僑として移住したことの意味を、人類生態学・人口学の立場か
ら検討することである。具体的には、出生年、死亡年、および出稼ぎなどの理由によって転出した年の情報を使
用して、1900年以降の人口推移を推計した。その結果、新中国成立以前にタイなどへの移住が多くあったこと、
それに伴って1950年代中盤にかけて、人口が減少していることが明らかになった。その他の期間の人口は増加傾
向にあり、1980年代の一人っ子政策導入による影響は特に見受けられなかった。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study is to reconstruct the population trend of a 
migrant-sending community in Hainan Province, China, using information obtained from their 
genealogical chart. It was reported that there used to be a large number of out-migration to East 
Asian countries (e.g., Thailand and Malaysia) particularly before the World War II. Results showed 
that there were many migrants to Thailand in this community and that there was a decline in the 
number of villagers during the period between the mid-1930s to the mid-1950s, which might have 
protected the villagers from starvation during the Great Chinese Famine. The population increased in
 the other periods and we did not observe a distinct impact of the one-child policy on the 
population trend in this community.  

研究分野：人類生態学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 

グローバル化が進む中で、人びとは自由に
移動するようになった。具体的には、交通イ
ンフラが発展し、移動に関する政治的な規制
が緩和されていく中で、人びとの行動範囲が
地理的に制限される傾向が弱くなったとい
うことである。国際移住機関（International 

Organization of Migration）の 2006 年の推
計によると、世界の国際移民は２億人であり、
地球人口の約３％を占める。また農村から都
市へ国内で移動することによって都市化が
急速に進み、2007 年には世界人口の半数以
上が都市に暮らすようになった。 

ここで重要なことは、特定の人口集団を捉
えるうえで従来想定していた枠組み（主権国
家体制、都市－農村の対比など）が意味を持
たなくなりつつあるということである。人び
とは行動範囲を広げ、これまでの枠組みとは 

異なる、政治的・経済的・文化的な越境空間
を形成しつつある。健康問題を理解するうえ
で、人々が暮らす生活の範囲をきちんと把握
することは欠かすことができない重要な事
項である。つまり、越境空間の形成が持つ意
味合いを健康という観点から検討すること
は、人類の持続的な健康を達成する上での第
一歩となる。 

本研究が対象とする中国海南省（図１）は、
東南アジアをはじめとした世界各地に華僑
を多く輩出してきたことで知られる。特に海
南省文昌市で 「文昌鶏」として食されてき
た大衆料理が、東南アジアの各地で 「海南
鶏飯（ハイナン・チキンライス）」として親
しまれていることはその傍証といえよう。華
僑は、今日の「越境する人口集団」の先行事
例ともいえ、政治的・経済的・文化的に強固
なネットワークを世界の様々な地域に構築
してきた。  

これまでの華僑研究は移住先の状況に着
目した研究が多い。たとえば文昌出身の華僑
に関しては、南米の小国スリ ナム共和国に
おける華僑研究  Paul B. Tjon Sie Fat 

（ 2009 ） “The Inevitability of Ethnic 

Performing”（アムステルダム大学出版社）
がある。ところが、出身コミュニティに焦点

をあてた研究はほとんどない。その数少ない
一例として、文昌文化研究会が編集した『文
昌華僑文化（林明仁著 南方出版社 （中国
語））』を挙げることは出来るが、健康との関
連について言及はなされていない。 申請者
は、こうした現状を踏まえ、華僑の出身コミ
ュニティと移住先コミュニティの両方を対
象に、健康に焦点 を当てた研究を展開する
ことを計画し、本研究課題においては、華僑
の出身コミュニティにおいて、どのような要
因が移住を後押ししたか明らかにすること
をめざした。 

 

 

２．研究の目的 
 

代表者の研究の最終目標は、国際人口移動
による越境空間の創出と人々の持続的健康
の達成の関係を明らかにすることである。そ
の中で、特に本研究課題では以下の目的を設
定した。（１）文昌市大宝村に保存されてい
る家系図の情報や当地での聞き取り調査に
よって得た情報をもとに、過去１５０年の同
村の人口数（＝集団の健康の指標）の推移を
算出すること、（２）各年代のコメ収量から
食糧生産性（＝環境収容力の代理指標）を推
計すること、さらに（３）人口数と食糧生産
性のバランスから対象集団へかかる人口圧
を推定することで、華僑輩出という歴史的イ
ベントを集団の健康という観点から明らか
にすることである。 

しかしながら、後述するように、本研究実
施期間中に現地調査をする許可が取り消さ
れてしまったため、研究の規模を縮小し、主
に（１）の目的を中心に研究を展開した。 

 

 

３．研究の方法 
 

研究の対象地： 
本研究は代表者が平成２３年よりライフ

スタイルの都市化が引き起こす健康影響に
ついてフィールド調査を進めている大宝村
（図２）において実施された。大宝村は人口
約 1,000 人の主に漢族が居住する農村部コ
ミュニティであり、コメや野菜のほか、ライ
チ、ゴム、パイナップルなどの換金作物を栽
培することで生計を立てている。 

平成２３、２４年に実施した予備調査にお
いて、大宝村に居住する林、符、鄧、劉氏な
ど複数の氏族が家系図を所有していること
を確認していた。さらに、フィールドワーク
の最中の聞き取りで、1940 年代までに、タ
イ・シンガポール・マレーシアなどの東南ア
ジア諸国に相当数移住していること、最近で
もシンガポールに嫁いでいったり、先述のス
リナム共和国へ出稼ぎに行ったりする若年
層がいることなどが明らかになっていた。こ
うしたフィールドワークにおける発見が、本
研究課題の着想のきっかけとなった。 
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図１．東南アジアの中の海南島 



 図２．大宝村の位置 

 

調査許可に関して： 

本研究課題を遂行する上で、現地における
聞き取り調査は欠かせない。しかし、平成２
６年１０月に、現地政府による調査許可が取
り消された。その後、定期的に共同研究機関
を訪問したり、メール・電話でのやり取りを
行なったが、状況は好転しなかった。最後ま
で研究許可取り消しに関する詳細な理由は
明らかにされなかった。 

平成２７年度には、調査許可を取得するこ
とができた福建省の農村部コミュニティを
訪問し、類似の調査研究ができないか模索し
た。福建省も多くの移民を輩出していること
で知られており、本研究課題を実施する代替
地となる可能性があったが、ふさわしい歴史
資料を見つけることができなかった。そこで、
追加の現地調査を行わなくてもある程度の
人口推移の推測が出来る大宝村の一つの氏
族（符氏）に焦点を当てて、研究を進めるこ
とにした。 

 

符氏の家系情報について： 

符氏には一族が作成した家系図（以下、符
氏族譜という）が存在する。符氏族譜では始
祖は黄帝（古代中国の帝王の一人）であると
されており、そこからの系譜を辿れることに
なっている（そもそも黄帝が実在するかどう
かについては議論があり、家系図は部分的に
神話の世界の話である可能性はある）。 

符氏と名乗った第一世とされているのは、
秦の時代の公雅であり、そこから中国各地に
符氏は広がっている。約５０万人居住してい
る海南省では、符氏は最も多い姓である。ま
た符氏族譜によると、海南島から海外に出た
符氏は十数万人程度であるとされる。 
ちなみに代表者がフィールドワークの中

で入手した資料は、地理的・血縁的に近い
人々の家系図情報（2004 年ごろまで）を載せ
た分冊であり、文昌市、瓊山市、万寧市、屯
昌市、瓊中市、儋州市に暮らす符氏の家系図
情報を収録した５００ページ程度の冊子で
ある。なお、調査時点で大宝村に居住してい
る人の中で最も若い世代は、第７４世であっ
た。 

 

家系図の整理・人口推移の復元： 

予備調査を開始した段階では符氏族譜の
存在は明らかになっていなかったこともあ
り、代表者は基礎情報収集の一環として、大
宝村に居住する人を中心にした親族関係の
聞き取りを独自に行っていた。この調査結果
を家系図作成ソフト Geno Pro を使用して整
理して家系図を作成し、その家系図を村人に
見せながら、情報をさらに収集して、その聞
き取り調査の結果を家系図に反映させると
いう作業を繰り返していった。本研究では、
予備調査の最終段階で見つかった符氏族譜
に含まれる情報を利用して、家系図情報を拡
充させた（図３）。本研究では 1900 年以降の
符氏の人口推移を推計することとし、それぞ
れの時期に大宝村に居住していた人数は、出
生年、死亡年、村落外への移動年の情報を使
用し、表計算ソフトで集計することで算出し
た。 

また人口推移を推定する上で、いくつかの
ルールを設けた。一つは、男性だけを分析対
象にしたことである。これは、家系図に女性
の情報が含まれないことがしばしば起こる
ことに対応するためである。最近の世代に関
しては、村で誕生した女性の情報はもちろん
のこと、配偶者の出生年などについても記載
されているようであるが、時代を遡ると必ず
しもそうではないと判断した。二つ目は、符
氏族譜でも聞き取り調査でも明らかになら
なかった情報があった場合の対応について
である。具体的には、一番近い兄弟との差異
を３歳、親と第一子の差異を２５歳、夫婦の
差異を２歳（夫が年上とした）、さらに死亡
年または死亡時年齢が明らかではない場合
の年齢は７０歳、出稼ぎ時の年齢が不詳の場
合は２０歳という仮定をそれぞれおいた。 

図３．Geno Pro で作成した家系図に聞き取
り調査による情報を加筆したもの（プライバ
シー保護のために加工済） 

 

 
４．研究成果 
 
人口推移の復元の結果： 

1900 年から 2011 年の大宝村の人口推移の
復元に使用されたのは、1830 年から 2011 年
の間に大宝村で出生した２８８名の男性の



情報である。図４で示すのが人口推移を復元
した結果である。1930 年代後半から 1950 年
代中盤にかけて、大宝村の人口は減少したこ
とが明らかになった。また、1949 年の新中
国成立までの期間には、多くの人々がタイな
どの海外へ移住していた（表１）。1970 年以
降の人口はおおむね上昇傾向にあり、1980

年代後半からの一人っ子政策導入による影
響は特に見受けられなかった。近年も人口は
増加傾向にあるものの、村外への人口移動が
多く観察された。 

 

図４．大宝村における人口推移（1900 年～
2011 年） 

 

表１．大宝村から移住した男性の数 

 海外 国内 

1900～1948 タイ 12 名、マ

レーシア 2 名 

1 名 

1949～1980 タイ 2 名 7 名 

1980～2011 スリナム 2 名 22 名 

 

 

結果の解釈： 
 1930 年代後半からの人口減少の理由のひ
とつは、タイなど多くが移住したことである
と推測される。1900 年から 1949 年の間にタ
イへ移住した男性が 12 名、マレーシアに移
住した男性が 2 名おり（表 1）、符氏族譜には
これらの移住者の子供・孫の情報も多く記載
されている。また、こうした移住者の中には、
タイでタイ人と結婚して作った子供を大宝
村に連れて戻ってきて、本人は再度タイに戻
ったというケースもあった。 
 旧日本軍に殺害されたものは 2名いた。大
宝村から約 5キロの距離の大致坡という場所
に駐屯していた旧日本軍によって 1943 年に
殺害されたという。ちなみに、第二次世界大
戦中に海南島には 4万人ほどの日本人が居住
していたとされる。大宝村には旧日本軍の軍
人相手に商売をしていたという高齢者もお
り、「タバコ」などの単語を知っていた。 
 聞き取り調査の際には、1950年代後半から
1960 年代前半、特に 1962 年の飢饉の際の生
活の苦しさを語る高齢者が多くいたが、人口
数の推移という点では、大きな変動は見られ
なかった。しかしながら、先述のタイなどへ

の移住がなかった場合には、より生活は困窮
していた可能性はある。 
 1970 年代以降の人口増加は公衆衛生の改
善や食糧生産性の向上や人口移動が長く制
限されていたことが大きな要因であろう。近
年では国内他地域への出稼ぎ、また大学への
進学を契機とした転出が多いにも関わらず
人口は増加している。これは、農業以外の収
入源を持つものが増えたことで、農地面積が
人口増加のボトルネックにならなくなって
きたことが、寿命の伸長とともに理由として
考えられる。 
 1979 年以降に導入された一人っ子政策の
影響はあまり見られず、第二子、第三子をも
うけている家族も多くいた。農村である大宝
村では、一人っ子政策がきちんと遵守されな
かったようである。とはいえ、決して若年層
が多く居住しているわけではなく、若年層の
都市部への人口流出は続いており、近い将来
に大宝村の人口が大きく減少する可能性は
否定できない。 
 

本研究の限界と強み： 

 本研究会の限界の１つ目は、人口推移の推
計の際に使用した仮定の妥当性についてで
ある。特に、死亡年や死亡時年齢が不明であ
る場合に死亡時年齢を 70 歳と仮定したこと
が挙げられる。死亡時年齢が不明であった男
性の多くは、出生時平均余命が短かった時代
の男性であった。20 代や 30 代で亡くなるこ
とも少なくなかった時代に、70 歳で死亡する
という仮定を置いたことは、人口数の過大評
価になっている可能性がある（つまり、本研
究で推計した初期の人口数は実際よりも多
い可能性が高い）。２つ目は、女性を分析対
象としていないという点である。女性を分析
対象外とした理由は、年代によって女性が符
氏族譜に記載されるかどうかの確率が違う
こと、また大宝村で産まれた女性がいつ結婚
して村外へ転出したかという情報がきちん
と収集できないことによる。しかしながら、
海外へ出稼ぎに出た多くが男性であったこ
となどを考えると、実際の人口数の推移は男
性の推移よりも緩やかであったと考えられ
る。 

 本研究の強みは、符氏族譜があることであ
る。従来の方法で家系図を作成する場合、
人々の記憶に依拠するため、遡ることができ
る情報に限界がある。しかしながら、本研究
では（遡るほど情報の正確性が怪しくなって
いくとはいえ）、かなり前の世代まで遡るこ
とができる。また、家系がすでに断絶してお
り、現代の大宝村の誰もが知らない個人につ
いてや、幼児期の死亡など外部の人間である
外国人研究者にわざわざ語ろうとしない（も
しくは記憶から抜けている）個人についても、
符氏族譜の情報があることで人口推移の推
計に含めることができるができるのは、本研
究の大きな強みである。 

 



結論： 
 海南省文昌市大宝村の人口推移を家系図
情報を使用して復元した結果、1930 年代後
半から 1950 年代中盤にかけて人口が減少し
たことが明らかになった。そのほかの時期に
ついては人口は増加傾向にあった。 
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